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クロストーク推定のモデルとして，2 対の差動線路の S-パラメータ周波数特性の推定，平行 2
本線路の FEXT係数の推定，2対の差動線路の遠端コモンモード電圧の最大値の推定という 3つ
の推定問題を取り上げ，推定アルゴリズムの違いによる復元性能を検討した．その結果，既知の
サンプルデータを利用し，問題に適したアルゴリズムを選択することで，誤差をできるかぎり少
なく復元することができることを明らかにした． 
次に，簡単なマイクロストリップ線路の線路上おいて，極近傍磁界を均等に測定し，測定点間
の補間に Compressed Sensingを適用した．推定結果を既存の理論計算手法による磁界と比較し
た結果，測定における既知のデータを利用して適切なアルゴリズムを用いることで測定点間の特
性を補間することができることを明らかにした． 
 
